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　議会制度研究会では、人吉市行財政健全化計画（令和２年度～令和４年度）の期間に
おける議会としての対応を、下記のように決定いたしましたので、お知らせいたします。

１　政務活動費は、年額 24万円（月額２万円）を年額 12万円（月額１万円）としました。

２�　総務文教委員会、厚生委員会及び経済建設委員会の行政視察は、毎年実施してい
たものを、２年に１回実施することとし、金額の上限額
は１人当たり 12万円としました。

３�　議員報酬は、議長、副議長及び議員のうちから選出さ
れる監査委員については、月額４パーセントの減とし、
議員は月額３パーセントの減としました。

なお、議員定数については、今後も継続して協議を行ってまいります。

政務活動費・議員報酬を削減

新型コロナウイルス感染拡大に対する地域経済対策等に関する意見書
　本市の基幹産業である観光やその関連産業には、多くの市民が従事しております。しかしなが
ら、新型コロナウイルス問題に始まる宿泊予約のキャンセルの発生や観光施設の入込客数が減少
しております。
　このような地域経済の停滞は、地域活力の減退を招き、市民生活に深刻な影響を及ぼすことが
危惧されます。
　よって、人吉市民の安全で安定した生活を守るため、下記の措置を講ずるよう、強く要望いた
します。

記
１�　観光地域における正確な情報発信はもとより、観光産業をはじめ経済活動への影響等の速や
かな実態把握に努め、財政支援をはじめとした実効的な対策を迅速に講じること。
２�　地方自治体や医療機関等が行う蔓延防止・予防対策等に要した費用に対し、特別交付税措置
の拡充など、弾力的かつ十分な財政措置を講じること。
３�　国民の不安の解消、感染の予防、風評被害の拡大防止の観点から、新型コロナウイルスに関
する正確な情報を、今後とも幅広く周知すること。　　　

　意見書は、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、国土交通大臣へ提出しま
した。また、県関係国会議員にも協力をお願いしました。

上記の意見書は、３月定例会において全会一致で可決しました。

国の関係機関へ意見書を提出しました

議会制度研究会活動報告
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●委員長　高瀬 堅一　　　●副委員長　松村 太
●委　員　池田 芳隆・塩見 寿子・平田 清吉・井上 光浩

●委員長　宮﨑 保　　　●副委員長　牛塚 孝浩
●委　員　徳川 禎郁・犬童 利夫・本村 令斗・西 信八郎

人吉市部設置条例の一部改正条例を承認
　総務部に新たに行財政改革課を設置し、その係とし
て行財政健全化の推進・進捗管理や令和４年の新市庁
舎供用開始を見据えた事務改善や業務の効率化等を推
し進める「行財政改革係」、公共施設等総合管理計画
に沿った施設の運用や統廃合など施設管理コストの適
正化に取り組む「施設マネジメント係」を設置。企画
政策部においては、スマートシティ構想の実現に向け
て計画づくり等を行う「情報政策係」を設けるほか、
自治振興課、企画課の複数にまたがる部署の一元化の
ため、自治支援係、交通政策係、移住定住係の３係か
らなる「地域コミュニティ課」を設置するもの等による
改正です。
人吉市職員の給与に関する条例の一部改正条例を
賛成多数で可決
　改正内容は、地方公務員法の「成年被後見人又は被
保佐人は、職員となり、又は競争試験若しくは選考を
受けることができない」との条文削除に伴うもののほ
か、行財政健全化計画に基づき、給料表３級から７級

の職員の級に応じた削減率にすること（１級及び２級
は若年層への配慮ということで削減なし）及び管理職
手当の削減率を10％とするもので、削減期間は、令和
２年４月から令和３年３月までの１年間とするもので
す。
　なお、本条例については、委員会において全会一致
で附帯決議（内容は下記のとおり）を付しております。
「令和３年度以降、行財政健全化計画に伴う職員の給
料月額及び管理職手当の削減は行わないこと。」
令和２年度一般会計予算を賛成多数で承認
　主なものは、古都人吉応援団寄附事業１億 7,548
万９千円、老朽危険空き家等除却促進事業補助金 300
万円、市庁舎建設事業９億 6,724 万５千円、人吉下球
磨消防組合負担金４億 6,957 万４千円、マンホールトイ
レ整備事業 1,252 万９千円（６基）、小学校教科書改訂
に要する経費 2,276 万５千円、東京２０２０聖火リレー
出発式会場設営経費 222 万５千円、学校給食センター
施設整備改修工事 1,006 万円、学校給食費助成金 2,341
万７千円（１人１月あたり1,000円、2,149名分）などです。

請願採択案件について紛糾～令和２年度一般会計
当初予算を賛成多数で承認～
　令和２年度の一般会計当初予算に計上された「人吉
准看護学院補助金」に関しては、令和元年 10月に人
吉准看護学院から市の助成金減額に反対する請願書が
提出されていました。本請願は、令和元年12月の本議
会において全会一致で採択したところです。しかし令
和２年度当初予算では、前年度補助額から10％減額の
提案となっていたため、委員会では「会議規則に基づ
く詳細な経過や報告がなされていない」「議会軽視・議
会無視では」などの質疑や意見が相次ぎ、審査が空転
する事態になりました。その後、執行部から「請願者
と面会し、令和２年度予算減額の了承を得た」との報
告と、「説明不足を反省している」等の謝罪がありまし
た。委員会では全員協議会での各議員の意見を踏まえ、
慎重に審査した結果、予算案を賛成多数で承認しまし
た。ただし、議会最終日の厚生委員長報告で「請願は
市民の切実な思いである。議会の議決があり、議会全
体の問題であることを十分認識し、請願者や議会に対

して経過や結果を遅滞なく誠意をもって報告してほし
い。執行部も議会もしっかり記録に残し、次につなげ
てほしい」と強く申し入れました。
人吉市歯科医師会の陳情を趣旨採択
　人吉市歯科医師会から、行財政健全化計画に伴う経
費等の削減案に伴い、令和２年度の歯周疾患検診の受
診者負担をこれまでと同じか無料化とすること、今後
受診者負担増が必要な場合は委託先である人吉市歯科
医師会と充分な協議を行うことを願意とする陳情書が
提出されました。執行部は「個人負担を減額しても、
受診者増は見込めない」「行財政健全化計画に伴う措
置」等の見解が示されました。委員会では「市民の負
担増はするべきではない」「今後は受診率を下げない方
策等を事前に十分協議し
てほしい」等の意見が出
されました。慎重審査の
結果、本陳情を全員異議
なく「趣旨採択」としま
した。

総務文教委員会報告

厚 生 委 員 会 報 告
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●委員長　宮原 将志　　　●副委員長　田中 哲
●委　員　西 洋子・豊永 貞夫・福屋 法晴・大塚 則男

日　程：令和２年1月28日（火）～30日（木）
視察先：山口県山陽小野田市	
項　目：議会改革の取り組みについて
内　容：山陽小野田市議会では、議会報告会を「議
会カフェ」という名称で開催されています。これはカフェ
にいるようなリラックスした雰囲気で意見交換できるよ
うにとのことです。方法は、１回につき６会場で、年
４回、２班編成（11人と10人）で実施されています。
また、市民の方が複数のグループに分かれて、それぞ
れに議員が参加するという形態をとられています。グ
ループごとの進行役（ファシリテーター）を議員がされ
ていますが、その役割が重要なので、ファシリテーター
研修を実施されているとのことでした。
　また、市議会モニター制度は、モニターを市民の中
から公募し、定員は10人以内、任期は２年（再任可）
となっています。職務は、本会議等の傍聴、ネット中
継の視聴、議会報告会への参加などです。その効果
は、モニター側としては、「市議会を傍聴するようになっ
た。」「議会カフェで積極的に発言できた。」「市政の
課題に関心を持つようになった。」などがあり、議会
側としては、モニターからの意見をもとに議論が進んだ
（障がい者用傍聴席の改善）などがあります。
まとめ：本市議会でも、現在議会報告会及び意見交

換会を行っていますので、今回の視察を参考にし、よ
り市民の皆様が参加しやすく、意見を出しやすい方法
を検討してまいります。
視察先：兵庫県加東市
項　目：議会改革の取り組みについて
内　容：加東市議会では、議会報告会を車座トーク
形式にして、より多くの方から意見をいただけるような
仕組みづくりをされています。また、意見を言いにくい
方からは、紙に書いて出してもらうということでした。
方法は、１回につき３会場で、年２回、議員全員が出
席されています。情報公開の取り組みについては、ホー
ムページで議案、委員会資料を事前公開されています。
本会議、委員会については、インターネット中継を行
われています。
　また、広報にクイズコーナーを設けたり、市民から
の意見を募集されておりました。
まとめ：情報の発信については、市民の方に見てもら
えるようにするために、工夫が必要であると感じたとこ
ろです。	 	 	  
　今回の２カ所の視察を基に、市民にとってより身近
な議会とするために必要なことを、全議員で議論を重
ねた上で、検討していきたいと考えています。

人吉市まち・ひと・しごと総合交流館条例の一部
改正を承認
　今回の改正は、総合交流館に指定管理者制度を導入
するために必要な規定の整備、及び会議室・シェアオ
フィス・サテライトオフィスを供用するにあたり使用料
等を整備するためのものです。
　委員から、指定管理
者募集のスケジュール
について質疑があり、
「令和２年５月ごろに募
集要綱を作成し、９月
議会に債務負担行為を
提案したい。その後募集をかけて12月過ぎには指定管
理者を決定し、令和３年３月議会には議案として提案
し、移行期間、引き継ぎ期間を考え、できれば令和３
年７月くらいから完全移行を予定している。」との答弁
がありました。
※�指定管理者制度…市の施設の管理・運営に民間等の
ノウハウを導入することで、効率化を目指すもの。
令和２年度一般会計当初予算のおもなもの
○経済部関係　人吉しごとサポートセンターのセンター

長、職員の服務管理等を委託する業務委託料 2,535
万５千円。人吉温泉まつり補助金 500万円。サテライト
オフィスのＰＲや、「くまりば」を活用したビジネスキャン
プの誘致等を委託する業務委託料 600万円。
　委員から、梅まつりをはじめ各まつりについては、ス
テージ出演者に対する謝礼について減額の見直しを図
ることや、会場のステージ設置の必要性など、補助金
ありきではなく、経費の削減に努めてほしいとの意見
がありました。
○建設部関係　上原浪床線外２路線の改築工事及び田
野高原線外２路線の法

のり

面対策工事などの道路改築工事
　１億 95万７千円。鶴田団地５・６・７号棟給水設備
改修や原城団地外壁改修などの施設改修及び立野団地
防鳥ネット設置工事費１億 536
万円。
　委員から、行財政健全化で
予算が減り、工事も減っていく。
インフラ整備については、でき
るだけ予算の確保をして、優
先的なところから進めてほしい
との意見がありました。

経済建設委員会報告

●委員長　井上 光浩　●副委員長　池田 芳隆　●委員　牛塚 孝浩・西 洋子・宮原 将志・平田 清吉・犬童 利夫・本村 令斗

議 会 運 営 委 員 会 行 政 視 察 報 告

旧客室を改装したサテライトオフィス

田野高原線工事箇所
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市庁舎建設の工事概要・監理業務委託決定
　工事車両の動線は、市道青井西間線及び国道 219
号線を使用し、作業時間帯は午前８時から午後６時
までを予定。令和３年８月から内装・外装・外構工
事を進め、供用開始を令和４年６月に予定。工事監
理業務委託は、工事施工状況に従い実施確認を行う
もので、随意契約としたとのことでした。
住民説明会について
　本年２月 12 日に工事計画・内容の説明があり、工
事期間中の騒音・住民の安全対策に充分配慮し、工
事を進めるとのことでした。
人吉市庁舎什器整備計画を承認
　現在使用している什器が使用可能か調査を行い、
使用可能な什器は使用します。
免震システム（オイルダンパー）の代替案を承認
　実施設計後に、オイルダンパー製造会社の不適正事
案の公表で見直しが必要となり、対応策として、現設
計と同等の性能を持ち、維持管理・メンテナンスが可
能である減衰コマ使用の提案があり、承認しました。

新市庁舎情報系ネットワーク構築計画について
　令和３年度に予定している新市庁舎情報系ネット
ワークの整備に先立ち、令和２年度に調査・現状分
析・課題分析等を明確にし、最適な情報系ネットワー
ク設計の実施、費用・構築スケジュール等の整理を
行う業務の委託を行うとのことでした。
建設発生土について
　基礎工事等掘削で発生する建設発生土の受け入れ
地として、村山公園内２カ所に搬入するとのことで
した。搬入は２ルートで行い、近隣の学校に関しては、
行事や試験期間の学校活動時等、真摯に対応したい
とのことでした。

第６次人吉市総合計画基本構想（案）を承認
　第６次人吉市総合計画（案）の策定にあたっては、
執行部における審議、市民意識調査やパブリックコメ
ント、各分野の代表等で構成する「総合計画策定審
議会」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会」
における審議及び答申等を経て、令和２年度から９
年度までの今後８年間における本市が目指すべき将
来像・まちづくりの指針として策定されています。
　審査の過程では、基本構想（案）の第３節まちづ
くり政策（戦略）の方向性が６つの戦略に分類されて
いるため、各戦略を下記の３つの部会に分けて審査
を行いました。
① 「戦略１産業・経済」・「戦略５都市基盤・建設」部会
② 「戦略３自然環境・安全」・「戦略４健康・福祉」部会
③「戦略２教育・文化」・「戦略６地域・自治」部会
　第６次人吉市総合計画基本構想（案）は、市民と
行政がともに進めていくまちづくりの理念と将来都市
像を示すものであり、本市を取り巻く多くの課題を踏
まえ本市の将来目標と政策の基本的な方向を定めて

いるものでした。そのため、本特別委員会としては、
総合計画の基本構想（案）の目指す姿や方向性を分
かりやすく、明確に、確実に市民の皆様へ示すととも
に、市民と行政が一丸となって「みんなが幸せを感じ
るまち。ずっと住み続けたいまち。ひとよし」を目指
して取り組むことを認識し、慎重審査の結果、本構
想について全員異議なく認めることとしました。

●委員長　福屋　法晴　　　●副委員長　豊永　貞夫　　　●委　員　全議員

●委員長　平田 清吉　　　●副委員長　牛塚 孝浩　　　●委員　全議員

新市庁舎建設に関する特別委員会報告

詳しい内容は、議会最終日の委

員長報告でご覧いただけます。

※委員長報告は２：51：57からです。

総合計画策定に関する特別委員会報告

　将来都市像とまちづくりの基本理念を示
すとともに、本市を取り巻く課題を踏まえ、
将来目標と政策の基本的な方向を定めたも
ので、令和2年度から令和9年度までの8年
間を計画期間とする長期計画です。

　基本構想を実現するために、まちづくりの
目標に対する現状と課題、課題解決に向け
たより具体的な施策の内容を示すものです。
　① 前期４年間（令和２年度～令和５年度）
　② 後期４年間（令和６年度～令和９年度）

　基本計画を効果的に推進するため、財源
的な裏付けを明確にするとともに、事務事
業の内容を具体的に示すものです。計画期
間は基本３年間とし、毎年ローリング作業を
行います。

本委員会で
承認した部分

人吉市総合計画の三層構成

動画視聴
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物
品
購
入
の
情
報
公
開
・

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

川
上
哲
治
生
誕
１
０
０
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

教
育
現
場
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は　

他

問�　
新
市
庁
舎
開
庁
で
多
く
備
品
が
納
入
さ
れ
る
。
物

品
購
入
の
透
明
性
、
競
争
性
を
持
た
せ
る
た
め
要
項

等
の
制
定
が
必
要
と
思
う
が
。

答�　
公
表
に
関
す
る
要
項
を
制
定
し
一
般
競
争
と
指
名

競
争
に
付
し
た
物
品
購
入
は
閲
覧
、
公
表
し
て
い
き

た
い
。

問�　
行
財
政
健
全
化
計
画
で
職
員
の
給
与
削
減
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
に
な
り
か

ね
な
い
が
考
え
方
、
進
め
方
は
。

答�　
職
員
の
業
務
と
負
担
の
平
準
化
、
縦
割
り
的
で
な

く
横
断
的
に
進
め
る
。
生
き
が
い
、
や
り
が
い
が
生

ま
れ
る
風
通
し
の
良
い
職
場
、
職
員
の
強
み
を
仕
事

に
還
元
で
き
る
活
気
あ
る
組
織
と
な
る
よ
う
に
努
力

す
る
。

　

※�

そ
の
他
、
経
費
削
減
の
観
点
か
ら
公
民
館
・
コ
ミ

セ
ン
の
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
回
線
停
止
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

問�　
川
上
哲
治
生
誕
１
０
０
年
記
念
事
業
の
実
施
状
況

は
。　

答�　
石
野
公
園
で
の
記
念
展
に
は
３
カ
月
で
７
８
０
０

名
の
来
館
が
あ
り
、
昨
年
12
月
開
催
の
Ｖ
９
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
は
大
ホ
ー
ル
が
満
員
に
な
る
ほ
ど
の
来
場

で
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

問�　
新
型
感
染
症
の
影
響
で
事
業
の
開
催
が
懸
念
さ
れ

る
。
今
後
の
計
画
は
。

答�　
令
和
２
年
度
予
算
は
５
０
０
万
円
。
事
業
は
４
月

に
２
つ
、
８
月
と
10
月
に
予
定
し
て
い
る
。
国
や
県

の
動
向
次
第
で
見
直
し
も
想
定
さ
れ
る
。

問�　
野
球
の
聖
地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
本
市
の
か
か

わ
り
方
は
。

答�　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
事
業
の
自
走
化
等

支
援
を
検
討
し
た
い
。

　

※�

そ
の
他
、
川
上
氏
が
目
指
し
た
野
球
道
、
人
づ
く
り

の
た
め
に
、
学
童
野
球
へ
の
自
主
練
習
用
あ
て
壁
設

置
を
要
望
。

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
教
育
現

場
の
対
応
は
。

答�　
市
内
小
・
中
学
校
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
幼
稚
園
・

保
育
園
・
認
定
子
ど
も
園
等
の
先
生
方
と
緊
急
対
策

会
議
を
開
催
。
臨
時
休
業
中
の
児
童
・
生
徒
の
受
け

皿
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
保
護
者
に
対
し
通
知
文

を
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
デ

タ
ポ
ン
、
メ
―
ル
等
の
複
数
の
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
る
。

問�　
感
染
が
確
認
さ
れ
た
と
き
の
対
策
や
情
報
公
開
に

つ
い
て
は
。

答��　
法
令
に
基
づ
き
、
状
況
や
原
因
な
ど
の
情
報
を
適

切
に
市
で
は
な
く
県
が
公
表
す
る
。

問�　
村
山
公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
。

答��　
癒
し
の
森
整
備
支
援
事
業
を
活
用
し
、
樹
木
伐
採
、

園
路
、
ベ
ン
チ
な
ど
、
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

田中　哲

牛塚　孝浩

福屋　法晴

動画視聴

動画視聴

動画視聴

一般質問 〜市政の内容を問う〜

各
議
員
の
項
目
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
専
用
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
と
、
一
般
質
問
の
録
画
映
像
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
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市
民
健
診
の
値
上
げ
中
止
を

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
い
て　

他

奨
学
金
制
度
に

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
を

問�　
市
民
健
診
に
お
け
る
個
人
負
担
額
の
値
上
げ
の
具

体
的
な
内
容
は
。

答��　
主
に
、
69
歳
以
下
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
と
、

70
歳
以
上
の
方
の
個
人
負
担
額
が
上
が
る
。

問�　
低
所
得
者
ほ
ど
病
気
の
割
合
が
ふ
え
る
と
い
う
健

康
格
差
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
低
所
得
者
の
個
人

負
担
額
の
値
上
げ
は
、
健
診
が
必
要
な
人
か
ら
受
診

の
機
会
を
奪
い
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
い
う

答
弁
に
逆
行
す
る
。
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答�　
財
政
状
況
に
照
ら
し
、
負
担
増
の
お
願
い
を
す
る

と
い
う
判
断
を
し
た
。

問�　
上
下
水
道
料
金
徴
収
事
務
等
業
務
の
民
間
委
託
で
、

不
採
用
と
な
っ
た
方
に
雇
用
の
確
保
が
で
き
な
い
か
。

答��　
委
託
業
者
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
３
カ
月
の
雇
用

を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問�　
言
葉
が
難
し
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。
具
体
例
を

あ
げ
て
説
明
を
。

答��　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
は
、
時
代
の
流
れ
に
伴
っ
て

出
て
く
る
地
域
の
困
り
ご
と
を
新
し
い
技
術
Ⅰ
ｏ
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
と
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
使
い
、
解
決
に
向
け
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
今

よ
り
快
適
で
便
利
な
ま
ち
に
な
る
こ
と
。
各
分
野
で

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
が
活
躍

す
る
場
が
創
出
さ
れ
、
新
し
い
仕
事
が
生
ま
れ
、
新

し
い
人
の
流
れ
が
作
ら
れ
る
好
循
環
を
作
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

問�　
総
務
省
は
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
等
の

増
額
分
は
交
付
税
で
全
額
手
当
す
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
な
ぜ
段
階
的
引
き
上
げ
な
の
か
。

答�　
現
段
階
で
は
交
付
税
の
財
源
措
置
が
不
確
定
な
状

況
に
あ
る
た
め
。

問�　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
は
、
ど
の
く
ら

い
の
自
治
体
で
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答��　
平
成
28
年
度
の
税
制
改
正
で
創
設
さ
れ
た
地
方
創

生
応
援
税
制
。
国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
企
業
が
寄
附
を
行
う
と
、
企
業
の
税

額
を
控
除
す
る
制
度
で
、
人
材
育
成
支
援
に
全
国
で

４
７
９
事
業
、
熊
本
県
で
３
事
業
が
実
施
。

問�　
本
市
と
し
て
、
取
り
組
む
考
え
は
。

答��　
教
育
を
通
し
て
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
施
策
を
模
索
し
て
い
た
の
で
、
本
市
の
課
題
で
も

あ
る
、
若
手
人
材
等
の
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

で
あ
る
と
考
え
る
。
個
人
や
民
間
企
業
の
力
を
借
り
、

人
材
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
で
地
域
に
還
元
で
き
る

よ
う
前
向
き
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

本村　令斗

西　洋子

宮﨑　保

動画視聴

動画視聴

動画視聴

一
般
質
問
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人
吉
中
核
工
業
用
地
の
今
後
は
？他

２
点

人
吉
市
行
財
政
健
全
化
計
画
の
背
景
は

防
災
及
び
消
防
団
の
組
織
な
ど
に
つ
い
て

問�　
地
域
再
生
計
画
の
計
画
延
長
を
断
念
し
た
が
、
中

核
工
業
用
地
の
今
後
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答��　
中
核
工
業
用
地
周
辺
の
大
畑
校
区
で
経
緯
を
説
明

す
る
機
会
を
早
急
に
設
け
た
い
。
ま
た
、
一
日
も
早

く
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
に
、
ハ
ラ
ー
ル
以
外
の
業

種
の
製
造
業
誘
致
の
可
能
性
も
模
索
し
て
い
く
。

問�　
成
人
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
２
０
２
２
年
の
成

人
式
の
対
象
年
齢
は
。

答��　
対
象
と
な
る
世
代
と
そ
の
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
行
い
、
早
い
段
階
で
判
断
を
し
、
周
知
し

た
い
。

問�　
参
加
者
が
減
っ
て
い
る
「
ひ
と
よ
し
温
泉
春
風
マ

ラ
ソ
ン
」
の
今
後
の
運
営
は
。

答��　
大
会
内
容
の
見
直
し
の
ほ
か
、
業
務
の
民
間
委
託

も
視
野
に
入
れ
、
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問�　
人
吉
市
の
平
成
30
年
度
地
方
債
（
借
金
）
の
残
高

及
び
積
立
金（
貯
金
）は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答��　
借
金
で
あ
る
一
般
単
独
事
業
債
は
約
34
億
１
千
万

円
、
災
害
復
旧
事
業
債
は
約
７
億
１
千
万
円
、
公
共

施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
は
約
２
億
２
千
万
円
、

地
方
道
路
等
整
備
事
業
債
は
約
20
億
２
千
万
円
、
及

び
そ
の
他
地
方
債
と
な
っ
て
い
る
。

　

�　

貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
は
約
２
億
８
千
万
円
、

減
債
基
金
は
約
２
億
９
千
万
円
、
庁
舎
建
設
等
基
金
は

約
６
億
８
千
万
円
、
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
は
約
３
億

円
と
な
っ
て
い
る
。

問�　
令
和
２
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
ら
な

か
っ
た
人
件
費
は
。

答�　
守
衛
業
務
で
平
成
31
年
度
人
件
費
と
し
て
約

１
，０
６
０
万
円
、
令
和
２
年
度
は
委
託
料
約
１
，

８
０
０
万
円
。

問�　
人
吉
東
小
学
校
避
難
所
改
修
の
状
況
と
指
定
避
難

所
へ
の
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
状
況
は
。

答��　
人
吉
東
小
学
校
の
避
難
所
設
置
に
つ
い
て
は
、
学

校
長
の
了
承
を
得
て
改
修
工
事
中
で
あ
る
。
特
設
公

衆
電
話
も
設
置
予
定
で
、
他
の
指
定
避
難
所
８
カ
所

に
は
設
置
済
み
で
あ
る
。

問�　
鬼
木
町
の
梢
山
た
め
池
及
び
城
本
町
の
村
山
た
め

池
の
防
災
は
。

答��　
梢
山
た
め
池
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
済
み
で
、

住
民
説
明
会
を
実
施
し
配
布
す
る
。
村
山
た
め
池
は
、

防
災
重
点
た
め
池
に
指
定
し
た
の
で
、
令
和
２
年
度

に
作
成
す
る
。

問�　
消
防
団
の
組
織
編
成
は
。

答��　
消
防
委
員
会
で
も
組
織
再
編
の
協
議
に
入
り
、
団

員
の
確
保
な
ど
消
防
団
や
町
内
会
、
後
援
会
な
ど
意

見
を
聞
き
、
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
る
。

宮原　将志

平田　清吉

犬童　利夫

動画視聴

動画視聴

動画視聴

一
般
質
問
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一
般
質
問

行
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

場
外
車
券
発
売
施
設
の
設
置
計
画
問
題

新
市
庁
舎
建
設
の
工
事
費
と

維
持
管
理
費
な
ど　

問�　
市
長
に
反
省
点
は
あ
る
の
か
。

答��　
既
存
事
業
を
見
直
し
て
き
た
。
し
か
し
、
国
の
制

度
設
計
等
に
お
け
る
社
会
保
障
の
地
方
負
担
な
ど
市

の
裁
量
で
解
決
で
き
な
い
課
題
も
多
い
中
、
毎
年
基

金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と

の
整
合
性
は
総
合
計
画
の
中
に
溶
け
込
む
形
と
な
っ

て
お
り
、
公
約
を
実
施
す
る
上
で
は
、
財
源
の
確
保

と
事
業
の
推
進
が
両
立
す
る
こ
と
に
最
も
神
経
を
注

い
で
、
判
断
を
し
て
き
た
。

問�　
機
構
改
革
に
お
け
る
、
監
査
組
織
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
。

答��　
現
行
の
監
査
制
度
の
検
証
と
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い

監
査
体
制
の
構
築
と
あ
わ
せ
て
、
常
勤
か
ら
非
常
勤

へ
の
道
筋
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

※�

そ
の
他
、
場
外
車
券
発
売
施
設
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。

問�　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
認
識
は
。

答�　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
し
た
い
と
い
う
強
迫
的
な
衝
動
か

ら
逃
れ
ら
れ
ず
習
慣
化
し
、
そ
れ
ば
か
り
を
考
え
る

よ
う
に
な
る
。
重
症
化
す
る
と
社
会
生
活
に
適
応
で

き
な
く
な
る
精
神
疾
患
。

問�　
場
外
車
券
発
売
施
設
が
で
き
る
と
依
存
症
の
人
が

増
え
る
と
市
長
は
心
配
で
は
な
い
の
か
。

答��　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
ご
く
一
部
の
人
が
過
度
に
の
め
り

込
む
事
例
は
聞
い
て
い
る
。
今
回
計
画
さ
れ
て
い
る

施
設
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
類
似
施
設
を
利
用
さ
れ

る
場
合
、
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
点
は
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。

問�　
場
外
車
券
発
売
施
設
の
設
置
に
は
反
対
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答�　
地
域
や
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
の
民
意
が
重
要
で

あ
る
の
で
、
そ
の
動
き
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

問�　
入
札
の
予
定
価
格
と
落
札
額
の
差
が
４
億
８
，７
０

　

０
万
円
で
、今
後
、工
事
費
の
増
額
が
不
安
で
あ
る
が
。

答��　
安
易
に
条
件
を
変
更
し
増
額
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

問�　
市
民
か
ら
は
「
新
市
庁
舎
は
５
階
建
て
よ
り
３
階

建
て
く
ら
い
で
よ
か
っ
た
の
で
は
。」
と
の
声
が
多
い
。

維
持
管
理
費
を
心
配
し
て
の
こ
と
だ
が
そ
の
費
用
の

試
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答��　
年
間
約
６
，４
０
０
万
円
と
予
測
し
て
い
る
。
原
則
、

全
額
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
と
な
る
。

　

※�

そ
の
他
、
今
年
の「
ひ
と
よ
し
温
泉
春
風
マ
ラ
ソ
ン
」

で
、「
ぜ
ん
ざ
い
」４
，５
０
０
人
分
が
廃
棄
さ
れ
、

参
加
者
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。
公
費
も
無
駄
に

な
っ
て
い
る
。
最
高
責
任
者
で
あ
る
市
長
の
責
任
は

重
い
の
で
は
と
意
見
し
、
答
弁
は
求
め
な
か
っ
た
。

池田　芳隆

塩見　寿子

高瀬　堅一

動画視聴

動画視聴

動画視聴
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3月定例会報告 令和 2年 3月第 1回定例会は 2月 25 日から
3月 18日までの 23日間開催しました。

令和２年度 一般会計予算

(前年度比　６億5,189万８千円の減)

158億9,044万３千円 可決

審議された議案等の議決結果
番号 件　　　　　　　　　名 議決結果 番号 件　　　　　　　　　名 議決結果

議第１号 令和元年度　人吉市一般会計補正予算（第5号） 原案可決 議第26号 人吉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 原案可決

議第２号 令和元年度　�人吉市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第３号） 原案可決 議第27号 人吉市部設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第３号 令和元年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決 議第28号 人吉市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第４号 令和元年度　�人吉市介護サービス事業特別会計補正予
算（第１号） 原案可決 議第29号 人吉市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 原案可決

議第５号 令和元年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決 議第30号 人吉市特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第６号 令和元年度　�人吉市公共下水道事業特別会計補正予算
（第３号） 原案可決 議第31号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 原案可決

議第７号 令和元年度　人吉市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 議第32号 人吉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 原案可決

議第８号 令和元年度　�人吉球磨地域交通体系整備特別会計補正
予算（第２号） 原案可決 議第33号 人吉市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第９号 令和元年度　�人吉市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第４号） 原案可決 議第34号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第10号 令和元年度　�人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号） 原案可決 議第35号 特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第11号 令和元年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決 議第36号 人吉鉄道ミュージアムＭＯＺＯＣＡステーション
８６８条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第12号 令和元年度　�人吉市介護サービス事業特別会計補正予
算（第２号） 原案可決 議第37号 人吉市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第13号 令和元年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第５号） 原案可決 議第38号 人吉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第14号 令和元年度　�人吉市公共下水道事業特別会計補正予算
（第４号） 原案可決 議第39号 人吉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第15号 令和元年度　�人吉市工業用地造成事業特別会計補正予
算(第２号） 原案可決 議第40号 人吉市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第16号 令和２年度　人吉市一般会計予算 原案可決 議第41号 人吉市まち・ひと・しごと総合交流館条例の一部を改
正する条例の制定について 原案可決

議第17号 令和２年度　人吉球磨地域交通体系整備特別会計予算 原案可決 議第42号 第６次人吉市総合計画基本構想の策定について 原案可決

議第18号 令和２年度　人吉市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 議第43号～
議第51号

人吉球磨定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の
締結について 原案可決

議第19号 令和２年度　人吉市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 議第52号 人吉球磨広域行政組合の共同処理する事務の変更及び
規約の一部変更について 原案可決

議第20号 令和２年度　人吉市介護保険特別会計予算 原案可決 議第53号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め
ることについて 選任同意

議第21号 令和２年度　人吉市水道事業特別会計予算 原案可決 議第54号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め
ることについて 選任同意

議第22号 令和２年度　人吉市公共下水道事業特別会計予算 原案可決 議第55号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 選任同意

議第23号 令和２年度　人吉市工業用地造成事業特別会計予算 原案可決 議第56号 令和元年度　人吉市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議第24号 人吉市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 修正可決 発議第２号 人吉市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部を改正する条例 原案可決

議第25号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 修正可決 発議第３号 人吉市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改

正する条例 原案可決

人  事  案  件

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意した方

公平委員会委員の選任に同意した方
佐無田  学 氏・本田  利廣  氏

中村  明公 氏

※表決が割れた議案については、11ページに記載しています。

令和２年３月25日の臨時会において、副市
長に迫田浩二氏を選任することに、全会一致
で同意しました。

３月臨時会を開催 皆様の御協力に感謝

一般質問は議員の
判断で割愛

新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、議会の傍聴を控えていた
だき、ありがとうございました。

議会で、議員でできる取り組みと
して、一般質問のを取り下げ・割
愛を、各議員の判断で行いました。
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歯科保健の現状と課題は？
～人吉市歯科医師会との意見交換会～

　人吉市議会では、より「開かれた議会」「市民に親しまれる身近な議会」を目指して、平成 29
年６月から「市民と議会の意見交換会」を実施しています。今回は、令和２年１月３０日（木）に「人
吉市歯科医師会」の皆さまと、所管する厚生委員会の委員で意見交換会を行いました。

※ その他、人吉市歯科医師会からは新市庁舎建設に伴う歯科室新設の要望なども出されました。

高校生までの医療費無料化はできないか？

厚
生
委
員
の
意
見

保育園・幼稚園のフッ化物洗口を
推進してほしい！

令和２年度の歯周疾患検診個人負担金を
上げないでほしい

中学３年生になると受験などで忙しくなるため、
歯科の受診機会が減る。近隣町村では、医療費の
無料化の推進で受診回数も増加傾向にある。

〇行財政健全化計画については、納得のいく説明がされていないことを行政側に報告しておく。
〇奨学金制度は、他の自治体で企業型ふるさと納税を活用した返済の支援事例があるので提案し
ていきたい。
〇�歯科医療の実情を聞くことができた。歯科衛生士の不足や、歯科治療の重要性も勉強になった。
人吉市歯科医師会の意見を、行政側にしっかりと伝える。

小学校でフッ化物洗口を開始した平成
27 年度以降は、虫歯率も減少している
という報告もある。

受診率の低下が心配。歯の健康が健康寿命を延
ばす。歯科検診の環境づくりをしてほしい。歯
科治療の重要性を理解して話をしてほしい。

…令和２年３月定例会の請願・陳情等の議決結果…
付託委員会 件　                　名 議決結果

総務文教委員会 大畑駅の給水塔を国鉄時代の史料館として使用するための許可を求める陳情書 撤　　回

厚生委員会 熊本地震被災者の住まい再建に関する陳情 継続審査

厚生委員会 人吉市行財政健全化計画に伴う歯周疾患検診受診者負担増に関する陳情 趣旨採択

…「表決が割れた」議案とその議員別表決…
賛否が分かれたもののみを掲載しております。

〇：議案に対して賛成　　●：議案に対して反対　　／：議長は表決に加わりません

議案
番号

議員氏名

議案

松
村　
　

太

徳
川　

禎
郁

池
田　

芳
隆

牛
塚　

孝
浩

西　
　

洋
子

宮
原　

将
志

塩
見　

寿
子

高
瀬　

堅
一

宮
﨑　
　

保

平
田　

清
吉

犬
童　

利
夫

井
上　

光
浩

豊
永　

貞
夫

福
屋　

法
晴

本
村　

令
斗

田
中　
　

哲

大
塚　

則
男

西　

信
八
郎

議決
結果

議第
16号 令和２年度人吉市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議第
24号

人吉市議会の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 修正可決

議第
25号

人吉市長等の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 修正可決

議第
32号

人吉市職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議第
52号

人吉球磨広域行政組合の共同処理する事
務の変更及び規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議員別表決
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次の定例会は
　　6月の予定です

【議会報編集委員会】　委員長╱西  信八郎　　副委員長╱大塚  則男
委　員╱松村  太・池田  芳隆・宮原  将志・宮﨑  保・本村  令斗・田中  哲

編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
発
生
し
、
２
月

23
日
の
梅
ま
つ
り
か
ら
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
が

行
わ
れ
、
学
校
関
係
で
も
、

休
校
や
卒
業
・
入
学
式
の

規
模
を
縮
小
さ
れ
る
な
ど

影
響
が
出
ま
し
た
。
３
月

議
会
で
は
、
議
会
と
し
て

も
一
般
質
問
の
取
り
下
げ

や
一
部
割
愛
な
ど
、
議
員

の
判
断
で
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

新
市
庁
舎
建
設
に
向
け
、

２
月
22
日
に
安
全
祈
願
祭

が
執
り
行
わ
れ
、
令
和
４

年
６
月
の
開
庁
に
向
け
一

歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
３
月
14
日
に

は
Ｓ
Ｌ
人
吉
号
が
満
席
で

運
行
を
開
始
し
、
駅
ホ
ー

ム
や
ロ
ビ
ー
な
ど
で
数
多

く
の
方
々
が
お
出
迎
え
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
経
済
の

起
爆
剤
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

早
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
沈
静
化

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。写

真
・
文
責
：
宮
﨑　

保

令和元年度　議会報告会 及び 意見交換会を開催しました
開催日時：令和２年２月１日（土）午後２時　　開催場所：東西コミュニティセンター 

　人吉市議会では、市民の皆様に対し議会情報を提供す
るための一環として、日頃の議会活動の状況を報告する
ため、今回１０回目となる「人吉市議会報告会及び意見
交換会」を開催しました。ご参加いただきました皆様には、
お忙しい中、会場にお越しいただきありがとうございま
した。会場でいただいた貴重なご意見やご要望は、市議
会としまして、今後の議会活動の参考とさせていただき
ますので、今後ともよろしくお願いいたします。

会場でいただいたご意見・ご要望（アンケート含む）
〇�　

各
委
員
会
の
報
告
が
あ
り
、
議

会
を
身
近
に
感
じ
た
。

〇�　

議
員
個
人
の
意
見
は
立
派
だ

が
、
議
員
は
評
論
家
じ
ゃ
ダ
メ
。

市
に
具
体
案
を
示
さ
な
い
と
い

け
な
い
。

〇�　
「
議
会
だ
よ
り
」
と
同
様
の
報

告
・
説
明
で
は
意
味
が
な
い
。
報

告
や
説
明
会
の
在
り
方
、
や
り
方

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

〇�　

出
席
者
が
少
な
い
。
関
心
度
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

〇�　

報
告
資
料
に
、
活
動
実
績
を
併

記
す
る
と
、
更
に
良
い
報
告
会
に

な
る
と
考
え
る
。

〇�　

質
問
が
し
づ
ら
い
。
質
問
を
し

て
も
結
果
が
出
る
も
の
で
は
な

く
議
員
の
個
人
的
な
考
え
を
聞

き
た
か
っ
た
。

〇�　

女
性
の
参
加
が
、
も
う
少
し
多

く
な
れ
ば
良
い
と
思
っ
た
。

〇�　

議
会
の
内
容
を
市
民
へ
伝
え

る
素
晴
ら
し
い
機
会
な
の
で
、
よ

り
広
報
を
充
実
さ
せ
る
と
良
い

と
思
っ
た
。

〇�　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
延
長
で
は
な

く
、
特
に
重
点
を
置
い
た
議
事
や

ど
の
よ
う
な
人
吉
市
へ
し
た
い

の
か
が
分
か
る
報
告
会
に
し
て

ほ
し
い
。

〇�　

報
告
書
の
読
み
上
げ
的
な
内

容
に
な
り
が
ち
。
課
題
等
が
し
っ

か
り
伝
わ
る
よ
う
な
内
容
に
し

て
ほ
し
い
。

〇�　

常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会

に
つ
い
て
、
各
委
員
会
の
設
置
理

由
・
役
割
を
分
か
り
や
す
く
表
記

し
て
欲
し
い
。

〇�　

行
政
視
察
に
つ
い
て
、
学
ん
で

き
た
こ
と
を
人
吉
市
へ
ど
の
よ

う
に
取
り
込
ん
だ
の
か
の
報
告

が
欲
し
い
。

〇�　

質
問
に
対
す
る
答
え
な
ど
、

も
っ
と
事
前
準
備
を
し
っ
か
り

し
て
欲
し
い
。

〇�　

道
の
駅
に
つ
い
て
、
見
切
り
発

車
に
見
え
る
。
行
政
と
ど
の
よ
う

な
議
論
を
し
て
き
た
か
が
見
え

な
い
。

※�
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
に
ご
意
見
等

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。


